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「研究大学強化促進事業」創設の経緯等 

 

 

◆２４年６月 大学改革プラン（終期は２９年度）の策定 

【改革の方向性の骨子】 

① 大学教育の質的転換と大学入試改革 

② グローバル化に対応した人材育成 

③ 地域再生の核となる大学づくり(COC (Center of Community)構想) 

④ 研究力強化：世界的な研究成果とｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの創出 

 

◆２４年９月 当該事業の概算要求 

・研究力強化プログラム【拡充】（21,717百万円）として、科学技術システム改革の取組(テニュアト

ラック事業等)の取組に加え、本事業「研究大学強化促進費」(新規・10,500百万円)を含む、研

究システム改革・環境改革の促進のための予算としてパッケージ化し、要求。 

 

◆２５年５月 当該事業の予算案成立 

・研究力強化プログラム【拡充】（16,247百万円）うち、本事業｢研究大学強化促進費｣(新規・6,400

百万円)を計上。 

 

◆２５年６月 第２期教育振興基本計画（２９年度まで）の決定 

  研究大学に係る以下の成果目標・指標等を設定 

成果目標５（社会全体の変化や新たな価値を主導・創造する人材等の養成） 

【成果指標】 世界で戦える「リサーチ・ユニバーシティ」を１０年後に倍増 

基本施策１５ 大学等の研究力強化の促進 

 

◆２５年８月 ２２機関の採択、事業開始（終期は３４年度） 

         （ヒアリング対象２７機関から選定） 

 

◆２７年度  フォローアップ実施 



③
②

を
踏

ま
え

、
支

援
対

象
機

関
を

決
定

し
、

促
進

費
（
補

助
金

）
を

配
分

。
①

研
究

活
動

の
状

況
を

測
る

指
標

に
基

づ
き

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

対
象

機
関

を
選

定
。

●
科

研
費

等
の

競
争

的
資

金
の

獲
得

状
況

（
６

指
標

）
（
科

研
費

の
研

究
者

当
た

り
採

択
数

、
若

手
種

目
の

新
規

採
択

率
、

研
究

者
当

た
り

配
分

額
、

研
究

成
果

公
開

促
進

費
（
学

術
図

書
）
の

採
択

数
、

拠
点

形
成

事
業

や
戦

略
的

創
造

研
究

推
進

事
業

の
採

択
数

）
●

国
際

的
な

研
究

成
果

創
出

の
状

況
（
２

指
標

）
（
Ｔ

Ｏ
Ｐ

１
０

％
論

文
数

の
割

合
（
Ｑ

値
）
、

国
際

共
著

論
文

の
割

合
）

●
産

学
連

携
の

状
況

（
２

指
標

）
（
共

同
・
受

託
研

究
受

入
実

績
額

や
特

許
権

実
施

等
収

入
額

と
伸

び
率

）

（
「
研

究
大

学
強

化
実

現
構

想
」
に

よ
り

取
り

組
む

内
容

）
●

研
究

戦
略

、
知

財
管

理
等

を
担

う
研

究
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
人

材
（
リ

サ
ー

チ
・
ア

ド
ミ

ニ
ス

ト
レ

ー
タ

ー
）
の

配
置

（
必

須
）

●
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

研
究

者
の

招
聘

に
よ

る
拠

点
強

化
●

先
端

・
融

合
研

究
奨

励
の

た
め

の
研

究
支

援
、

環
境

整
備

●
若

手
研

究
者

・
女

性
研

究
者

に
対

す
る

研
究

活
動

支
援

●
国

際
共

同
研

究
推

進
の

環
境

整
備

●
国

際
事

務
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

充
実

等

②
①

の
機

関
が

作
成

す
る

「
研

究
力

強
化

実
現

構
想

」
に

基
づ

き
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
審

査
を

実
施

。

①
国

際
的

に
見

る
と

、
全

体
と

し
て

我
が

国
の

研
究

力
は

相
対

的
に

低
下

傾
向

。

背
景

：
国

際
競

争
力

と
研

究
力

の
厚

み
が

不
十

分
世

界
水

準
の

優
れ

た
研

究
活

動
を

行
う

大
学

群
の

増
強

「
研

究
大

学
強

化
促

進
事

業
」
の

開
始

（
H

2
5
～

）

②
我

が
国

に
お

い
て

、
高

引
用

度
（
T
O

P
1
0
%
）
論

文
数

で
上

位
1
0
0
に

入
る

分
野

（
※

）を
有

す
る

大
学

数
（
0
7
-
1
1
年

の
平

均
値

）
は

、
諸

外
国

と
比

べ
て

少
な

い
。

日
：
８

、
米

：
１

１
２

、
英

：
２

８
、

中
：
３

９
、

独
：
２

７
、

仏
：
１

５
※

ト
ム

ソ
ン

・
ロ

イ
タ

ー
社

の
論

文
分

類
単

位
の

自
然

科
学

系
２

２
分

野

◎
研

究
活

動
の

状
況

を
測

る
指

標
お

よ
び

ヒ
ア

リ
ン

グ
審

査
に

よ
り

機
関

（
大

学
及

び
大

学
共

同
利

用
機

関
法

人
）
を

選
定

。

◎
研

究
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
人

材
(リ

サ
ー

チ
・
ア

ド
ミ

ニ
ス

ト
レ

ー
タ

ー
を

含
む

)群
の

確
保

・
活

用
と

集
中

的
な

研
究

環
境

改
革

（
競

争
力

の
あ

る
研

究
の

加
速

化
促

進
、

先
駆

的
な

研
究

分
野

の
創

出
、

国
際

水
準

の
研

究
環

境
の

整
備

等
）
を

組
み

合
わ

せ
た

研
究

力
強

化
の

取
組

を
支

援
。

◎
支

援
期

間
10

年
間

。
支

援
規

模
2～

4億
円

/ 年
。

「
教

育
振

興
基

本
計

画
」
（平

成
2
5年

6
月

14
日

閣
議

決
定

）

被
引

用
度

の
高

い
論

文
数

シ
ェ

ア
出

典
：
文

部
科

学
省

科
学

技
術

・
学

術
政

策
研

究
所

「
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学
技

術
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標
20

14
」
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％

補
正

論
文
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世
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フ
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カ
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ダ
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6
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リ
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2
0
 

5
.9
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日
本

6
,4

3
1
 

5
.4
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2
0
0
0
年

－
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0
0
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年

（
P

Y
）
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均

)

T
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p1

0
％

補
正

論
文

数
（
整

数
カ

ウ
ン

ト
）

国
名

論
文

数
シ

ェ
ア

世
界

ラ
ン

ク

米
国

3
6
,3

5
8
 

4
8
.4

 
1

英
国

8
,5

3
1
 

1
1
.4

 
2

ド
イ

ツ
7
,5

6
3
 

1
0
.1

 
3

日
本

5
,6

1
0
 

7
.5

 
4

フ
ラ

ン
ス

5
,3

0
0
 

7
.1

 
5

カ
ナ

ダ
4
,0

4
1
 

5
.4

 
6

イ
タ

リ
ア

3
,3

6
0
 

4
.5

 
7

中
国

2
,3

6
0
 

3
.1

 
1
0

８
位

４
位

【
支

援
対

象
機

関
（
2
2
機

関
）
】

基
本

施
策

１
５

大
学

院
の

機
能

強
化

等
に

よ
る

卓
越

し
た

教
育

研
究

拠
点

の
形

成
，

大
学

等
の

研
究

力
強

化
の

促
進

１
５

－
２

大
学

等
の

研
究

力
強

化
の

促
進

・
国

際
的

な
頭

脳
循

環
の

ハ
ブ

と
な

り
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

研
究

活
動

・
教

育
活

動
を

行
う

拠
点

の
形

成
・
発

展
や

，
国

際
水

準
の

研
究

体
制

・
環

境
の

整
備

・
改

善
，

産
学

官
連

携
の

推
進

な
ど

を
通

じ
て

，
世

界
で

戦
え

る
研

究
力

を
有

す
る

大
学

等
が

一
定

数
厚

み
を

持
っ

て
存

在
し

，
国

内
外

に
お

い
て

切
磋

琢
磨

す
る

競
争

的
環

境
の

醸
成

等
を

目
指

す
。

「
日

本
再

興
戦

略
」
（平

成
2
5年

6
月

14
日

閣
議

決
定

）

第
Ⅱ

．
一

．
３

．
⑤

研
究

支
援

人
材

の
た

め
の

資
金

確
保

研
究

者
が

研
究

に
没

頭
し

、
成

果
を

出
せ

る
よ

う
、

研
究

大
学

強
化

促
進

事
業

等
の

施
策

を
推

進
し

、
リ

サ
ー

チ
ア

ド
ミ

ニ
ス

ト
レ

ー
タ

ー
等

の
研

究
支

援
人

材
を

着
実

に
配

置
す

る
。

４
億

円
３

億
円

２
億

円

国
立

大
学

（1
7機

関
）

東
北

大
学

、
東

京
大

学
、

名
古

屋
大

学
、

京
都

大
学

筑
波

大
学

、
東

京
医

科
歯

科
大

学
、

東
京

工

業
大

学
、

電
気

通
信

大
学

、
大

阪
大

学
、

広

島
大

学
、

九
州

大
学

、
奈

良
先

端
科

学
技

術

大
学

院
大

学

北
海

道
大

学
、

豊
橋

技
術

科

学
大

学
、

神
戸

大
学

、
岡

山

大
学

、
熊

本
大

学

私
立

大
学

（2
機

関
）

－
早

稲
田

大
学

慶
應

義
塾

大
学

大
学

共
同

利
用

機
関

（3
機

関
）

－
自

然
科

学
研

究
機

構
、

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
、

情
報

・シ
ス

テ
ム

研
究

機
構

－

合
計

4機
関

12
機

関
6機

関

設
置

形
態

配
分

額

④
毎

年
度

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
、

５
年

目
に

中
間

評
価

。

【
研

究
大

学
強

化
促

進
費

の
配

分
方

法
・
プ

ロ
セ

ス
】

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

～
世
界
水
準
の
研
究
大
学
群
の
増
強
～

平
成
２
８
年
度
予
算
案

：
5
,
5
8
0
百
万
円

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

：
6
,
2
0
0
百
万
円
）

程
度

程
度

程
度

※
著

し
く
取

組
が

不
調

な
場

合
は

、
減

額
等

を
行

う
。

ま
た

、
指

標
の

見
直

し
、

支
援

対
象

機
関

の
再

選
定

も
検

討
。

成
果

目
標

５
（
社

会
全

体
の

変
化

や
新

た
な

価
値

を
主

導
・
創

造
す

る
人

材
等

の
養

成
）

【
成

果
指

標
】

世
界

で
戦

え
る

「
リ

サ
ー

チ
・
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

」
を

１
０

年
後

に
倍

増


